
市と大学との連携事業（令和４年度）

埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

日本赤
十字看
護大学

日本薬
科大学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名

1 市長公室 広報課
大学と連携した広報
活動

効果的に情報発信を
行うため、大学と連
携した情報発信や手
法の検討を実施する
もの

H30

・大学と連携し、テ
レビ広報番組を制作
・大学教授による職
員を対象とした動画
研修の開催
・大学と連携した協
働企画を実施し、学
生と区の若手職員に
よる区の魅力を発信
する動画・チラシを
制作
・ホームページや
SNSに関する学生と
の意見交換会の実施

・専門的知見を得る
ことで効果的な広報
につながった。
・学生のアイデアを
取り入れることで、
若い世代に向けた広
報に努めた。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/006
/014/0
13/001
/009/0
11/p09
3942.ht
ml
https://
www.cit
y.saitam
a.jp/006
/014/0
08/003
/011/0
11/p09
5702.ht
ml

動画研修や意見交換
会などを継続して開
催するなど、情報発
信力の向上に向けて
連携を図っていく。

○ ○

2 市長公室 広聴課
タウンミーティング
参加者の募集

各区に市長が訪問
し、公募による参加
者とテーマに沿って
意見交換を行うタウ
ンミーティングにつ
いて、参加者を募集
する

H24
参加者募集のための
周知を依頼。

計10名の学生に参
加いただき、様々な
意見を聴取すること
ができた。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/006
/003/0
02/002
/index.ht
ml

引き続き周知の協力
を依頼する予定。

○ ○ ○ ○ ○
埼玉福祉保育医
療専門学校

3
都市戦略本
部

行財政改革
推進部

市と大学による座談
会

市と大学及び大学間
の交流を促進し、相
互の連携強化と発展
に資することを目的
として、大学コン
ソーシアムさいたま
加盟大学の代表者と
市長との座談会を実
施

H21
令和４年７月10日
に座談会を開催し
た。

市と大学及び大学間
の交流を促進し、相
互の連携強化と発展
に資することができ
た。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/006
/007/0
02/012
/002/0
02/inde
x.html

継続して実施予定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4
都市戦略本
部

行財政改革
推進部

大学コンソーシアム
さいたま加盟大学が
実施する公開講座の
市民への周知

大学コンソーシアム
さいたま加盟大学が
実施する公開講座を
市報や市ホームペー
ジで周知する。

H24

大学コンソーシアム
さいたま加盟大学が
実施する公開講座を
市報やホームページ
に掲載した。

大学の専門的知見を
地域社会に提供する
ことにより、知の拠
点機能を推進するこ
とができた。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/006
/007/0
02/012
/002/0
04/inde
x.html

継続して実施予定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5
都市戦略本
部

行財政改革
推進部

大学による地域の課
題解決・活性化支援
事業

大学コンソーシアム
さいたま加盟大学の
知や活力による地域
の活性化や課題解決
につながる事業を支
援することにより、
大学の実践的な教
育・研究機会の確
保、人材育成等を図
るとともに、地域の
活性化等を図ること
を目的とする。

H27
２大学から３件の申
請があり、３事業を
支援した。

大学の実践的な教
育・研究機会の確
保、人材育成等を図
るとともに、地域の
活性化等を図ること
ができる。

-

引き続き、大学の知
や活力による地域の
活性化や課題解決に
つながる事業を支援
していく。

○ ○

6
都市戦略本
部

行財政改革
推進部

第11回学生政策提
案フォーラムinさい
たまの共催

大学コンソーシアム
さいたま加盟大学の
学生が、本市の発展
に寄与する政策や事
業について自ら企
画・提案するフォー
ラムを開催

H23

令和４年11月20日
に開催し、６大学
11グループが政策
を発表した。

発表テーマの研究を
通じ、地域が抱える
課題を解決する能力
の向上を図るととも
に、地域社会への愛
着と関心を深めるこ
とができた。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/006
/007/0
02/012
/002/0
03/inde
x.html

継続して実施予定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

備考

連携先
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7
都市戦略本
部

行財政改革
推進部

公共政策学科フィー
ルドワーク

公共政策学科のカリ
キュラムの一環とし
て実施されるフィー
ルドワークに協力す
ることにより、本市
について研究しても
らい、その結果を市
の課題解決につなげ
る。

R2

令和４年度の公共政
策学科フィールド
ワークに協力すると
ともに学生向けに講
義を行った。

フィールドワークを
通じて市の課題解決
への気づきが得られ
たのと、新たな大学
との関係を構築で
き、今後の連携手法
のヒントを得られ
た。

- 未定 ○ 大正大学

8
都市戦略本
部

デジタル改
革推進部

情報システム最適化
事業

市が実施するマイナ
ンバーカード申請サ
ポート等ブースを出
展

R4
埼玉大学：2日間
三幸学園：2日間

埼玉大学：32件
三幸学園：25件
のマイナンバーカー
ド申請サポートを受
付

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/006
/007/0
02/020
/p0871
89.html

マイナンバーカード
申請サポート等ブー
スの出張事業は、令
和4年度で終了

○ ○ 三幸学園

9 総務局 人事課 インターンシップ

大学生を対象に、さ
いたま市役所の仕事
を体感していただ
き、就職先の一つと
して検討していただ
く機会とするもの

R4

大学コンソーシアム
加盟大学在学中の学
生からの申込者
数･･･29名

学生への周知機会を
得られたことによ
り、多くの学生から
の申込みにつながっ
た。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/006
/005/0
04/p08
1351.ht
ml

次年度以降も連携を
継続したい。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度幹
事大学の国際
学院埼玉短期
大学を通じ
て、全ての加
盟大学に周知
活動を展開。
結果として、
埼玉大学、埼
玉県立大学、
芝浦工業大
学、日本大学
法学部、目白
大学の学生か
ら申込みが
あった。

10 総務局 防災課 避難所運営訓練

災害対策基本法に基
づく本市の指定避難
所に指定されている
施設において、災害
が発生した場合の避
難所の円滑な開設及
び運営を図ることな
どを目的とした訓練
を実施する。

R2

各区役所総務課の主
催のもと、各施設に
おいて避難所運営訓
練を実施した。
＜実施状況＞
埼玉大学：９/17

自治会、施設管理
者、市職員などで構
成される避難所運営
委員会を中心とし
て、災害時における
避難所の開設・運営
を想定した訓練や、
施設利用協議などの
活動を行うことで、
地域コミュニティの
連携強化や防災意識
の醸成など、地域防
災力の充実強化を図
ることができた。

-

いかなる状況下でも
円滑に避難所の開設
運営を行うために
は、防災訓練を継続
的に実施することが
重要であるため、各
避難所で明らかと
なった課題を踏ま
え、訓練内容の見直
しや拡充などの改善
を図りながら、今後
も継続的に訓練を実
施する予定

○

11 総務局 防災課 避難所整備事業

災害対策基本法に基
づき、地震、風水害
等の災害発生時に避
難を可能とする指定
避難所及び指定緊急
避難場所の整備を実
施する。

R4

「災害時における避
難場所としての使用
に関する覚書」につ
いて、令和４年６月
１日付けで覚書の見
直しを行い、令和４
年８月１日付けで埼
玉大学の校舎上層階
を洪水時の指定緊急
場所に指定した。

これまでは体育館の
みを使用することと
していたため、洪水
時は、浸水想定区域
内にある体育館へ避
難することができな
かったが、新たに校
舎上層階を使用可能
とすることで、避難
の暇がない場合の緊
急避難場所として活
用できる。

-

今後の避難所運営に
おいて、上層階への
垂直避難も含めた協
議や訓練等を行う予
定

○
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12 市民局
人権政策・
男女共同参
画課

デートDV防止出前
講座

若年層へのデート
DVに関する正しい
理解を深め、DVの
加害者・被害者にな
らないための意識啓
発を行い、どうした
ら暴力のない社会を
つくることができる
のか考える機会とす
る講座を実施する。

H23

動画のオンデマンド
配信によるオンライ
ン出前講座を実施し
た。（参加者数
2,350名）

若年層への啓発は重
要とされている。
大学との連携によ
り、学生のデート
DV防止への理解が
深まった。

-
令和５年度も、オン
ラインにより実施予
定

○

13 市民局
人権政策・
男女共同参
画課

なんでもジェンダー
平等出前講座

多様な人が共に暮ら
す社会で、その一員
として自分も他者も
尊重して生きるため
の基礎知識と考え方
を学ぶため、「ジェ
ンダー平等」に関す
る様々なテーマにつ
いて、取り上げる講
座を実施する。

R3

埼玉県立大学保健医
療福祉学部学生の実
習として、「なんで
もジェンダー平等出
前」を実施した。
（ZOOMを用いたオ
ンライン講座）

若年層への啓発は重
要とされている。
大学との連携によ
り、男女共同参画推
進に関する学生の理
解が深まった。

-
令和５年度も、オン
ラインにより実施予
定

○

14
スポーツ文
化局

スポーツ政
策室

さいたまスポーツ
シューレの推進

市内未活用アセット
を活用したスポーツ
分野での連携創出

R4

埼玉大学の体育館及
び埼玉大学附属中学
校体育館の未利用時
間帯をさいたまブロ
ンコスの練習場所と
して開放

①さいたまブロンコ
ス全選手の市内居住
の実現
②選手による中学校
部活動での指導

-

引き続き活用できる
よう、引き続き、大
学とチームの仲介を
行う。

○

15
スポーツ文
化局

スポーツ政
策室

さいたまスポーツ
シューレの推進

さいたま市版SOIPモ
デル構築に向けたコ
ンソーシアムの形成
とビジネスモデル案
の協議

R4 準備会合の実施

スポーツによる社会
課題の解決と連携に
よるイノベーション
創出に寄与

-

ビジネスモデル案及
びテストマーケティ
ング案の協議を行
う。

○

16
スポーツ文
化局

スポーツ政
策室

さいたまスポーツ
シューレの推進

市内プロスポーツ
チームの課題解決に
向けた大学との協業

R4
大宮アルディージャ
との協業に向けた
マッチングの実現

大学の高度な研究資
源を活用すること
で、スポーツチーム
が抱える課題の解決
に寄与

-

経済局と連携し、具
体的なテーマに関す
る協業の実現を図
る。

○

17
スポーツ文
化局

スポーツ政
策室

eスポーツ活用事業

eスポーツ（ARス
ポーツ含む。）が心
身に与える効果に関
する共同研究を実施

R4 共同研究契約の締結

大学の高度な研究資
源を活用すること
で、eスポーツのス
ポーツとしての効果
検証に寄与

-
仮説に基づいた実証
事業を実施する予定
である。

○

18
スポーツ文
化局

スポーツイ
ベント課

ランニングイベント
の開催

ランニングイベント
におけるランナー
サービス

R4
コース沿道での学生
ボランティアの参加
および敷地借用等

参加ランナーへのお
もてなしに繋がるほ
か、学生の社会参加
の機会の創出の場と
なる。

https://
saitamar
un.jp/

今後も継続して連携
を進めたい。

○

19 保健福祉局 健康増進課
さいたま健幸ネット
ワーク

従業員の健康づくり
について組織的・戦
略的に取り組む「健
康経営」について、
取り組む意思のある
企業・団体を集め、
セミナー、取組に関
する情報共有、情報
交換等を通じて健康
経営を推進するもの

H29

校内における「ス
マートウエルネスさ
いたまＮＥＷＳ」の
周知啓発

本市の健康づくり事
業について、行政の
声の届きにくい学生
にも周知啓発ができ
た。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/006
/007/0
02/026
/002/2
018032
2.html

引き続き周知啓発を
行うとともに、セミ
ナーでの連携やその
他産学連携を目指し
ていく予定

○ ○

20 保健福祉局 健康増進課
「自殺予防週間」広
報用ポスターの掲示

９月10日～９月16
日の自殺予防週間に
合わせ、広報用ポス
ターを掲示する。

R4
各大学にポスターの
掲示を依頼した。

全国的に若年層の自
殺が増加傾向にある
ため、多くの学生が
集まる大学に掲示し
ていただくことで、
より効果的な啓発と
なった。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/002
/001/0
16/003
/p0608
74.html

３月の自殺対策強化
月間においても、啓
発活動を行う。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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21 保健福祉局 健康増進課
さいたま市健康経営
企業認定制度

健康経営®※に取り
組む企業等を「さい
たま市健康経営企
業」として認定する
ことにより、企業等
における事業主、雇
用者、並びに被扶養
者の健康に配慮した
経営を促進すること
を目的とする。
※健康経営®は、
NPO法人健康経営研
究会の登録商標

R1 認定企業の情報周知

健康経営に取り組む
企業を支援及び就職
支援への活用ができ
た。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/006
/007/0
02/026
/003/p
059322.
html

引き続き周知を継続
していく。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 保健福祉局 健康増進課
食育を実践しようプ
ロジェクト

第３次さいたま市食
育推進計画に基づ
き、食育活動の企
画・実践を行う人材
を育成し、ライフス
テージの各段階に応
じた食育の普及を図
る。

H25

「第６回食品ロス削
減全国大会inさいた
ま」にて、学生が作
成した媒体にもとづ
k、食品ロス削減に
関する情報発信を実
施

学生自ら食育につい
て学ぶ機会を作り、
その情報を発信する
ことで、多くの人へ
の普及啓発に繋がっ
た。

- 継続して実施予定 ○

23 保健福祉局 健康増進課
九都県市受動喫煙防
止対策共同キャン
ペーン

受動喫煙による健康
への悪影響に関する
正しい知識や、公共
的施設における受動
喫煙防止の適切な取
組を推進する。

H30

大学生に一定数喫煙
者がいることから、
学内での啓発ポス
ター掲示を依頼し
た。

大学生等に受動喫煙
への意識啓発を図る
ことができた。

- 継続して実施予定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 保健福祉局 生活福祉課
生活困窮者学習支援
業務

「貧困の連鎖」を防
止することを目的と
し、生活困窮世帯の
子どもに対して、学
習支援や居場所づく
り等を行う。

R4

・大学コンソーシア
ムさいたまと連携
し、各大学に学習支
援のボランティア募
集のためのチラシを
配架した。

学生ボランティアの
参加により、支援の
充実を図ることがで
きた。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/002
/003/0
02/p09
3678.ht
ml

継続して実施予定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 保健福祉局
国民健康保
険課

アドヒアランスによ
る臨床経済の長期予
測モデルのパイロッ
ト事業

レセプト等を利用し
た保健事業効果分析

R3 データ準備段階 ― - 継続して実施予定 ○ 東京大学

26 保健福祉局
障害者更生
相談セン
ター

高次脳機能障害
当事者グループ
「はじめの一歩」

成人期の高次脳機能
障害の当事者が、自
分の強みと弱みを理
解し、社会参加に向
けた第一歩となるこ
とを目的に、当事者
グループを月に2回
の頻度で全8回を1
クールとして、2
クール実施してい
る。

H28

作業療法学科の准教
授に参加いただき、
グループ運営や個別
ケースへの対応につ
いて助言をいただい
た。

高次脳機能障害の
ケースへの個別対応
やグループ運営につ
いて、有益な助言が
得られ、進行方法や
事業内容の改善につ
ながった。

- 継続して実施予定 ○

27 保健福祉局
地域保健支
援課

母子保健にかかる啓
発資料配布

若い世代に対する妊
娠・出産、不妊症・
不育症に関する知識
の普及啓発・情報提
供

R4

大学８校へ「にんし
んSOS埼玉」啓発
カード入ポケット
ティッシュ「妊娠・
出産の電話相談」、
リーフレット「知っ
ておこう　妊娠のし
やすさ・しにくさの
こと」入マスク、
パンフレット「願う
時に「こうのとり」
は来ますか？」の啓
発資料を配布し、配
架を依頼した。

８大学全てで、学生
への配布、またはイ
ベントでの配布を実
施してもらうことが
でき、学生自身の健
康、ライフプラン、
女性では妊娠につい
て考える機会・知識
を与えることができ
た。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/008
/016/0
01/001
/p0324
09.html

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/008
/016/0
01/001
/p0172
28.html

引き続き啓発資料配
布の協力を依頼する
予定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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市と大学との連携事業（令和４年度）

埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

日本赤
十字看
護大学

日本薬
科大学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名
備考

連携先

No 連携の効果課等 事業名 事業内容 令和４年度実績 今後の方向性
連携開始

時期
（年度）

関連HP局区等

28 保健福祉局

新型コロナ
ウイルスワ
クチン対策
室

新型コロナウイルス
ワクチン接種に係る
広報

大学コンソーシアム
を通して、加盟大学
に対し、コロナワク
チン３回目接種の実
施を周知するもの

R4
団体接種及び集団接
種について４月・６
月に周知を実施

大学生や大学職員へ
周知を図ることがで
きた。

- 未定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 環境局
環境創造政
策課

産官学連携による
SDGs教室

リコージャパン株式
会社埼玉支社及び埼
玉大学と連携して、
小学生を対象に
SDGs環境教育を実
施する。

R3

11月25日に常盤
小、12月16日に海
老沼小において、
SDGs授業を実施し
た。

大学生から、教材の
内容や実施方法等に
ついて、建設的な意
見があり、授業がよ
り小学生に分かりや
すい内容となった。

- 継続して実施予定 ○

30 環境局
環境創造政
策課

さいたま市環境
フォーラム

市民、事業者、学
校、行政などが連携
し、日頃の環境保全
活動について展示や
発表を行い、お互い
の情報交換の場、多
くの方の環境教育・
学習の場を創出し、
環境保全活動を促進
する。

-

11月23日に第21回
さいたま市環境
フォーラムを実施
し、学生による環境
保全活動に関するパ
ネル展示等を行っ
た。

大学の他、事業者、
学校、行政などが参
加し、それぞれの立
場で行っている様々
な環境保全活動につ
いて展示・発表する
ことで、来場者に市
内で行われている活
動を幅広く紹介す
る。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/001
/009/0
17/001
/p0942
84.html

継続して実施予定 ○

31 環境局
環境創造政
策課

2050年二酸化炭素
排出実質ゼロ（ゼロ
カーボンシティ）の
実現に向けた取組の
推進

脱炭素先行地域への
共同提案

R3

・本市と埼玉大学、
芝浦工業大学、東京
電力パワーグリッド
株式会社埼玉総支社
の4者が「さいたま
発の公民学によるグ
リーン共創モデルの
実現」をテーマに共
同提案し、全国で初
めてとなる「脱炭素
先行地域」に、他の
25地域とともに選
定された。
・令和４年11月15
日に、共同提案者の
４者（本市、埼玉大
学、芝浦工業大学、
東京電力パワーグ
リッド株式会社埼玉
総支社）とともに、
脱炭素先行地域キッ
クオフシンポジウム
「カーボンニュート
ラルな社会をめざし
てーさいたま発の公
民学によるグリーン
共創モデルー」を開
催した。

「脱炭素先行地域」
の取組を通じて、ゼ
ロカーボンシティや
グリーンキャンパス
の実現に向けた取組
を推進する。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/001
/009/0
15/012
/p0886
61.html

継続して取組を推進
する。

○ ○

32 環境局
資源循環政
策課

チームEat All

事業系食品ロスの削
減に取り組む事業者
等を「チームEat All
」参加事業者として
登録し、その旨を宣
言していただくこと
により、市と参加事
業者が共同して食品
ロスの削減を一層推
進する。

R1
食品ロス削減全国大
会でブースを出展

大学他、チームEat
All 参加事業者の取
組みを広く紹介し
た。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/001
/006/0
12/001
/p0934
87.html

チームとしての連携
を継続的に実施して
いく。

○ ○

33 経済局 経済政策課
第７回芝浦ビジネス
モデルコンペティ
ション

学生を中心とする参
加者のアントレプレ
ナーシップを醸成
し、ひいてはベン
チャー創出の支援を
行う。

R4 後援実施
学生の創業機運醸成
に繋がった。

https://
sbmc.shi
baura-
it.ac.jp/

引き続き後援する予
定

○
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市と大学との連携事業（令和４年度）

埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
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人間総
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放送大
学
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学
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連携先

No 連携の効果課等 事業名 事業内容 令和４年度実績 今後の方向性
連携開始

時期
（年度）

関連HP局区等

34 経済局 労働政策課 学内合同企業説明会

埼玉大学において、
在学生向けに、市内
企業（さいたま市
リーディングエッジ
企業）による合同企
業説明会を、協力開
催により実施

H24

令和５年２月20日
から２月25日にオ
ンラインにて実施市
では広報物作成
（リーディングエッ
ジ企業認証マークの
使用）について協力

求人意向のある市内
企業と学生とのマッ
チングを図り、市内
企業の技術力確保
と、新規学卒者の市
内就労を促進

- 継続して実施予定 ○

35 経済局
産業展開推
進課

さいたま市研究開発
人材高度化タスク
フォース事業

企業と大学等研究機
関、さいたま市産業
創造財団の３者共同
研究実施により、企
業・大学間の人材高
度化を実現する。

H21

・有限会社マグネオ
技研×東京電機大学
・株式会社アイティ
エステート×芝浦工
業大学
・山田マシンツール
×日本工業大学

企業の社内人材育
成、企業研究機関間
のパイプ構築、学生
のビジネスリテラ
シー向上、キャリア
開発に貢献

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/005
/002/0
10/011
/p0133
70.html

引き続き産学連携推
進事業として実施す
る予定

○ ○
東京電機大学
日本工業大学

36 経済局
産業展開推
進課

高度ものづくり人材
育成支援事業

製品化支援のための
プロトタイピング
（試作開発）を実現
する人材育成プログ
ラムを大学の教員等
によりカリキュラム
を構築し、大学の施
設を活用して市内企
業の技術者に実施す
る。

H26

セミナー形式及び実
践的実習形式を組み
合わせたカリキュラ
ムによる試作開発に
資するプログラムを
実施した。

大学の専門的人材と
装置・機器を活用す
ることで、高度もの
づくり人材を育成
し、さいたま市内等
企業の国際競争力を
強化

-
引き続き産学連携推
進事業として実施す
る予定

○ ○

37 経済局
産業展開推
進課

さいたま市イノベー
ション技術創出支援
補助金（産学連携
枠）

市内理工系大学と
「医療・ヘルスケ
ア」、「環境・新エ
ネルギー」、「防
災・減災」などの成
長分野における共同
研究等を取組む市内
中小企業等に対し、
経費の一部を補助す
る。

R4

成長分野における、
市内中小企業等と市
内理工系大学による
共同研究及び実証実
験を支援

医療・ヘルスケアを
はじめとする成長分
野に関する研究開発
型行の集積及び、市
内企業等のイノベー
ション創出に貢献

-
引き続き産学連携推
進事業として実施す
る予定

○

38 経済局 観光国際課

東日本ウェブプロ
モーションにおけ
る、東日本連携都市
プロモーション動画
制作

令和３年度に実施し
た目白大学の学生に
よる、東日本連携都
市の観光資源をＰＲ
するプロモーション
動画の企画及び制作
についてのインタ
ビュー記事のウェブ
サイトへの掲載

R3 令和5年1月　掲載
大学と行政の連携に
ついて多方面に周知
することができた。

https://
www.exp
eriencee
astjapan.
jp/

引き続き連携を深め
ながら、東日本地域
の情報発信にご協力
をいただきたいと考
えている。

○

39 経済局 農業政策課 農学商連携事業

学生による農作業体
験（紅赤の栽培）お
よび紅赤を使用した
メニューの製造、販
売

H22

・学生による農作業
体験
・さいたま市農業祭
において、紅赤を使
用したスイーツの製
造、販売

本市発祥のさつまい
も（紅赤）のＰＲお
よび農業の価値と魅
力への理解の推進

-

苗の提供や紅赤のＰ
Ｒの連携を通じ、学
生による農作業体験
や紅赤を使用したメ
ニューの製造販売を
支援していく。

○

40 都市局 都市総務課
「さいたま市スマー
トシティ推進コン
ソーシアム」の取組

公民学連携により
ビッグデータやAI、
IoT 等の先進技術を
活用した事業に取り
組み、市民サービス
の向上と持続可能な
まちづくりの実現を
図る。

R2

・さいたま市スマー
トシティ推進コン
ソーシアムのオブ
ザーバーとして、大
宮・さいたま新都心
プロジェクト会議に
参画
・シェア型マルチモ
ビリティの実証実験
等に関する技術的助
言

学識経験者に専門的
な視点での助言や講
評を頂くことで、当
該事業を円滑に推進
し、市民サービスの
向上に寄与した。

-

引き続きプロジェク
ト会議等への参加を
依頼し、スマートシ
ティの取組に関する
実証実験や結果検証
に関する助言をいた
だく。

○
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市と大学との連携事業（令和４年度）
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塾大学
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連携先

No 連携の効果課等 事業名 事業内容 令和４年度実績 今後の方向性
連携開始

時期
（年度）

関連HP局区等

41 都市局 都市総務課
復興イメージトレー
ニング

大規模災害後の都市
復興を考えること
で、災害に対する対
応能力向上やノウハ
ウの蓄積を図るト
レーニングであり、
防災都市づくり計画
において「復興」の
施策として位置付け
ている。
事業実施に際して
は、市民・事業者・
行政の３者が協働で
実施している。

H25

トレーニング開発者
の芝浦工業大学の中
村仁先生にトレーニ
ング全体の監修や講
師を依頼するととも
に、トレーニングへ
の学生の参加を依頼
した。

講師による専門的な
視点での講評や、専
門的かつ若者の立場
としての学生の意見
があることで、より
広い視野で復興を考
えることができた。

-

講師である芝浦工業
大学の中村仁先生と
連携を図りながら、
次年度以降のトレー
ニングの内容や展開
について検討する。

○

42 都市局
自転車まち
づくり推進
課

シェア型マルチモビ
リティ等の実証実験

新たな都市交通シス
テムとしてのシェア
サイクルの普及につ
いて、民間事業者と
連携して実施するこ
との有効性、課題を
検証する。

R1

実証実験に産学官連
携として参画し、大
学敷地内にシェアサ
イクルポートを設置
するとともに、大学
院授業（システム工
学特別演習、クロス
イノベーションプロ
ジェクト）におい
て、シェアサイクル
に関する技術提案な
どを行った。

学校施設へのシェア
サイクルポートの設
置に関する有効性や
課題などの検証を行
うための環境を整え
ることができた。ま
た、学生による技術
提案を通して、シェ
アサイクルの利便性
向上への参考となっ
た。

-

シェア型マルチモビ
リティ等の実証実験
として令和6年度末
まで実証実験を実施
するため、来年度も
継続する予定

○

43 都市局
浦和東部ま
ちづくり事
務所

みその都市デザイン
スタジオ

美園地区を対象と
し、大学生・大学院
生が地域の課題解決
等に向け、都市デザ
インの実践的演習を
行う。
また市民・企業・大
学・行政等のコミュ
ニケーション機会の
創出を通じて、まち
づくりへの関心を高
めることを目的とす
る。

H27

みその都市デザイン
スタジオ冬（埼玉大
学）
テーマ：3km回廊の
歩行回遊拠点化に向
けた社会実験

市民・企業・大学・
行政等が同じテーブ
ルで議論し、固定概
念に捉われない学生
の新たな視点や考え
方を共有し、まちづ
くりに対する発想の
転換が図られる。

https://
www.mis
ono-
tm.org/u
dcmi/pro
jects/6
7.html

今後も引き続き、美
園地区のまちづくり
に関する多様な議論
を繰り広げ、市民・
企業・大学・行政等
の関心を高めてい
く。

○ ○

44 都市局
浦和東部ま
ちづくり事
務所

国土交通省スマート
シティモデル事業

スマートシティ実行
計画の作成・推進と
実証実験

R2
計画内容や実証実験
内容へのアドバイス

大学の知見を取り入
れられる。

-
引き続き連携を図
る。

○

45 都市局
岩槻まちづ
くり事務所

まちづくりプラット
フォーム社会実験

第２次岩槻まちづく
りマスタープランに
掲げたまちづくりの
プラットフォーム構
築に係る社会実験を
行う。

R4

令和５年３月５日
（日）に岩槻人形博
物館西側の裏小路公
園において、お休み
処の開設及び子ども
向け縁日を芝浦工業
大学の主導で実施

にぎわい創出、休憩
スペース創出、子ど
も向け企画実施、交
通量調査など、まち
の課題解決のための
データ収集等ができ
た。

-

まちづくりプラット
フォームへの参画も
含め、連携が継続で
きるよう調整してい
く。

○

46 都市局
大宮駅東口
まちづくり
事務所

大宮駅周辺地域戦略
ビジョン推進事業

産官学民のネット
ワーク構築を目的と
して、アーバンデザ
インセンター大宮
（UDCO）が各団体
等をつなぐプラット
フォームとして機能
し、まちづくり活動
の支援、地域の情報
収集、意見交換を行
う。

H29

芝浦工業大学の鈴木
俊治研究室と共に、
おおみやストリート
テラスでの協働や、
大宮らしい景観づく
りのために共同研
究、意見交換を行っ
た。

大宮駅周辺地域のま
ちづくりやUDCOに
ついて学生の関心を
高めたと同時に、海
外事例や学生提案な
ど、固定概念に捉わ
れない新たな視点を
共有した。

-

今後も大宮駅周辺地
域のまちづくりに関
する議論を行い、産
官学民連携のプラッ
トフォームである
UDCOの必要性を周
知していく。

○
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市と大学との連携事業（令和４年度）
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No 連携の効果課等 事業名 事業内容 令和４年度実績 今後の方向性
連携開始

時期
（年度）

関連HP局区等

47 見沼区
コミュニ
ティ課

見沼区みんなの広場

区民の区政への参加
と協働によるまちづ
くりを推進するた
め、区の実施事業に
ついて話し合う場と
して設置するもの

R1

「みんなで考えよう
見沼区八景の盛り上
げ方」をテーマとす
る会議において、意
見をいただいた。

学生ならではの視点
から意見をいただ
き、区の施策に生か
すことができる。

-
今後も同大学と連携
を行い、区の施策に
生かしていく。

○

48 桜区
くらし応援
室

「自転車安全利用の
日」キャンペーン

自転車を安全に利用
していただくことを
目的とした大学構内
での啓発品の配布

-
埼玉大学構内で啓発
品を配布（５月12
日、１月27日）

自転車に乗る機会の
多い大学生に、自転
車の正しい乗り方に
ついて周知する。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/sak
ura/001
/001/k
outsuuan
zen/p09
5310.ht
ml

継続して実施予定 ○

49 桜区
くらし応援
室

埼玉大学への交通安
全啓発品提供

全国交通安全運動
（春・秋）と交通事
故防止運動（夏・
冬）に合わせた啓発
品の提供

-

啓発品を年４回提供
（６月、10月、１
月、３月（予定）各
100セット）

反射材の活用や正し
い交通ルールについ
て改めて周知する。

- 継続して実施予定 ○

50 桜区 総務課
明るい選挙啓発ポス
ター
「絵画教室」

夏休みの小学生を対
象とした「絵画教
室」を開催する。

H30

令和４年８月に開催
し、埼玉大学の学生
２名を講師に迎え、
参加者に実技指導を
行った。

美術の教員を目指す
学生にとって、指導
の経験を積むことが
できた。また、若い
世代（講師、保護
者、小学生）へ向け
た選挙啓発、小学生
の応募作品の増加に
つながった。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/sak
ura/001
/002/0
06/p09
1320.ht
ml

継続して実施予定 ○
区内公民館と
の連携事業

51 桜区
コミュニ
ティ課

区民ふれあいまつり

多種多様なイベント
の実施により、地域
コミュニティの醸
成・活性化と地域の
まちづくりを図るこ
とを目的として、区
民を主体としたまつ
りを開催する。

H15
第20回桜区区民ふ
れあいまつりへの
PRブース出展

学生等と区民が触れ
合える場を提供する
ことで、区民との交
流を深め、地域コ
ミュニティの醸成を
図ることができた。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/004
/001/0
02/005
/sakura
/p0897
85.html

毎年10月に開催を
予定している区民ふ
れあいまつりに向け
て、出演・出展団体
と調整を行う。

○

52 桜区
コミュニ
ティ課

桜みんなのコンサー
ト

音楽を通して、明る
く豊かなコミュニ
ティの醸成を図るこ
とを目的として、さ
いたま市にゆかりの
あるアーティスト等
を招き、プラザウエ
スト１階アトリウム
にてコンサートを開
催する。

H18
桜みんなのコンサー
ト（８月29日開
催）への出演

気軽に音楽と触れ合
うことのできる桜み
んなのコンサートへ
学生等が出演するこ
とにより、区民の交
流が深まり、明るく
豊かなコミュニティ
の醸成や、大学との
連携を図ることがで
きた。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/sak
ura/001
/001/0
06/p09
2049.ht
ml

毎年８月に開催を予
定している桜みんな
のコンサートに向け
て、出演団体との調
整を行う。

○

53 桜区
コミュニ
ティ課

広報啓発の支援
市報（桜区版）、
Twitter、区役所内
掲示板による広報

R4

(R5.3.16現在)
市報掲載4回、
Twitterリツイート
26回、掲示板によ
る広報9件

埼玉大学や学生サー
クル等が実施するイ
ベントや講座を市報
等で情報発信し、区
民へ参加する機会を
提供することで地域
コミュニティの醸成
を図ることができ
た。

-

埼玉大学等と調整
し、実施事業やイベ
ントについて広報を
行う。

○
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（年度）

関連HP局区等

54 桜区
保健セン
ター

外国人留学生の母子
保健に関する連携

埼玉大学の留学生等
が安心して妊娠、出
産、育児ができるよ
う、大学側との情報
交換を行い、継続し
て連携を図る。

R2

11月24日、大学の
留学・国際交流課か
ら留学生相談室で受
ける相談や大学の保
健センターについて
のヒアリングを実
施。桜区保健セン
ターからは当セン
ターで受けた留学生
の妊娠・出産におけ
る困りごとについて
情報提供。

留学・国際交流課と
桜区保健センターと
で情報交換を行うこ
とで、大学側との連
携が深められ、必要
時、留学生相談室と
連携を継続していく
ことの確認ができ
た。

- 継続して実施予定 ○

55 緑区
コミュニ
ティ課

区民フォーラムみど
り

緑区の広聴機能のひ
とつとして、意見の
交換を通じて各々が
新たな気づきを得る
とともに、それらの
知見を区の行政の参
考とすることを目的
に、意見交換及び交
流の場として区民
フォーラムみどりを
実施する。

R1

８月８日に区民
フォーラムみどりを
実施し、浦和大学の
学生３名が参加し
た。

若い世代と意見交換
することができた。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/mid
ori/001
/002/0
04/p09
2177.ht
ml

継続して実施予定 ○

56 緑区
コミュニ
ティ課

目白大学×さいたま
市緑区
学生が制作した緑区
内見沼田んぼの桜回
廊のドローン動画
「さいたまさくらめ
ぐり」

本市と包括連携協定
を結ぶ目白大学のメ
ディア学科西尾ゼミ
の協力のもと、緑区
内の見沼田んぼの桜
回廊をドローンで撮
影し制作した動画を
公開した。

R4

目白大学メディア学
科西尾ゼミの学生
と、令和４年２月か
ら、区内公共施設等
でのドローン操縦の
練習や桜回廊の各撮
影候補地の下見を重
ね、令和４年３月
29日及び30日に本
番撮影を行い、令和
５年３月17日に動
画を公開した。

区の花でもある桜が
美しく連なる様子
を、区内外にその魅
力を広く発信でき
た。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/006
/014/0
08/003
/011/0
12/p09
5963.ht
ml

- ○

57 岩槻区
コミュニ
ティ課

目白大学さいたま岩
槻キャンパス春学期
講義「地域社会で生
きる」

生活様式の都市化、
家族制度の変革、個
人の価値観の多様化
などを背景に地域の
つながりは薄れてき
たといわれる。地域
の将来を考えるため
には、歴史と現状を
知り、生の声を聞
き、そこから見えて
くる課題と解決のヒ
ントを探る必要があ
る。本講座では、目
白大学さいたま岩槻
キャンパスがある岩
槻について様々な角
度から学ぶことを通
し、地域社会のあり
様について考えるこ
と、地域の一員とし
てのあり方について
理解を深めることを
目指す。

H30

コロナ禍のため令和
４年度は令和３年度
に続き、Zoomを使
用しての講義収録
（目白大学さいたま
岩槻キャンパス櫻井
講師研究室）で対応
収録日：令和４年４
月８日(金)

本講義を行うことに
より、区と大学との
信頼関係が醸成出来
たことから、目白大
学さいたま岩槻キャ
ンパスと岩槻区で平
成３０年５月１日会
則に基づく地域連携
推進会議を設置し
た。大学と区との定
期的な意見交換や連
携事業を検討協議す
る組織とした。会議
を通じて区で実施す
る事業への学生の参
加が得られ、少しず
つではあるが協働を
進めて行くことが出
来た。

- 継続して実施予定 ○
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58 岩槻区
コミュニ
ティ課

城下町岩槻健康
ウォーキング～聞い
て・見て・知ろう岩
槻～

まちかど雛めぐりに
あわせて、同行ガイ
ドによる解説を聞き
ながら雛飾りで彩ら
れた城下町岩槻を巡
るイベント

H27

目白大学スポーツサ
ポーティング研究部
の学生がウォーキン
グ参加者に対してス
トレッチ等の指導を
実施。
実施日：令和５年３
月５日（日）

参加者へストレッチ
等の専門的な知識を
伝達できたほか、イ
ベントの盛り上げに
効果があった。ま
た、学生の地域参加
や、地域を知る機会
にすることができ
た。

- 継続して実施予定 ○

59 岩槻区 高齢介護課
岩槻区地域支え合い
推進員連絡会

高齢者の生活支援・
介護予防サービスの
体制整備の推進及び
その提供体制の構築
に向けての諸課題等
について話し合う。

H29
連絡会への大学教員
参加

専門的な視点（作業
療法学科、理学療法
学科）からの助言
と、大学教員が研究
している自立高齢者
への介護予防・健康
増進プログラムを区
民に実施

- 継続して実施予定 ○

60 岩槻区 高齢介護課
岩槻区地域包括支援
センター連絡会

高齢者の総合相談窓
口である地域包括支
援センターの運営及
び地域における関係
機関との連携体制の
構築や地域資源開発
に関する諸課題等に
ついて話し合う。

H30
連絡会へ大学教員の
委員参加

連絡会への参加によ
り、大学教員と高齢
者福祉事業関係者や
地域コミュニティ団
体関係者との交流及
び専門的な視点（作
業療法学科）からの
助言

- 継続して実施予定 ○

61
教育委員会
事務局

指導１課
大学生による学習支
援ボランティア事業

市立小・中・中等教
育・特別支援学校等
に大学生による学習
支援ボランティア
（アシスタント
ティーチャー）を配
置し、児童生徒にき
め細かい個別指導、
支援等を行う。

H16

アシスタントティー
チャー学生募集の説
明会の実施、ポス
ター、リーフレット
の配付を行った。
また、配置を希望す
る124校に、のべ
237名の学生を配置
した（令和5年2月1
日現在）。

児童生徒へのきめ細
かな個別指導や支援
の充実が図られた。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/003
/002/0
08/005
/p0215
40.html

児童生徒へのきめ細
かな個別指導や、大
学生の教員となるた
めの意欲、資質の向
上のために、アシス
タントティーチャー
の活動について広報
活動を行い、学生を
確保する予定

○ ○ ○ ○ ○ ○

共栄大学
文教大学
東京家政大学

協定を締結し
ている大学
と、令和４年
度事業の説明
会を行った大
学を連携先と
している。新
型コロナウィ
ルス感染拡大
防止により説
明会を中止と
した大学も実
績に含んでい
る。

62
教育委員会
事務局

特別支援教
育室

さいたま市教育委員
会免許法認定講習
（特別支援教育）

指導大学は、埼玉大
学である。
特別支援学校教諭二
種免許状の取得に必
要な単位を修得する
ために必要な講座を
開設し、単位の取得
機会を提供するとと
もに、特別支援教育
に関する教員の専門
性の向上を図る。

H29 123名が受講した。

特別支援教育に係る
教員の専門性の向上
と特別支援学校教諭
二種免許状の取得の
機会を提供できた。

- 継続して実施予定 ○ ○ ○

東京学芸大学
筑波大学
群馬大学
東洋大学
文京学院大学
川口短期大学

63
教育委員会
事務局

総合教育相
談室

教育支援センター運
営事業

教育相談臨床実習生
の受入れを行う。

H22

教員や心理職を目指
す大学生及び大学院
生の教育相談臨床実
習生について22名
を受け入れた。

教員や心理職を目指
す大学生及び大学院
生を教育相談臨床実
習生として受け入れ
ることにより、臨床
経験を深めることが
できる。

-
今後も教育相談臨床
実習生の受入れを引
き続き行っていく。

○ ○

東京家政大学
駒沢女子大学
国際医療福祉大
学

64
教育委員会
事務局

高校教育課
学校フィールド・ス
タディ

埼玉大学教育学部の
学生による、学校現
場における見学及び
補助を受け入れる。
（受入れが可能な市
立高等・中等教育学
校）

H21
２名の学生を受け入
れた。

教員を目指す学生
が、学校現場におけ
る実際の活動につい
て理解を深め、教員
として働くために必
要な資質・能力を養
うことができた。

- 継続して実施予定 ○
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65
教育委員会
事務局

高校教育課
東京学芸大学とさい
たま市教育委員会と
の連携協定

・東京学芸大学は、
国際バカロレア（Ｉ
Ｂ）教員養成特別プ
ログラムを受講する
大学院生をさいたま
市立大宮国際中等教
育学校へ研修派遣す
る。
・東京学芸大学は、
さいたま市立大宮国
際中等教育学校の教
職員のＩＢ教育に関
する研修等に協力を
する。
・さいたま市立大宮
国際中等教育学校の
ＩＢ教員として、研
修生が採用される制
度を相互の連携によ
り検討する。

R1

・全国のＩＢ校など
から集った東京学芸
大学教職員大学の実
習生を、大宮国際中
等教育学校で受け入
れた。
・１名の教諭を研修
に派遣した。

・東京学芸大学はも
とより、全国のＩＢ
校との連携が深ま
る。
・最新のＩＢ教育の
知見を獲得し、大宮
国際中等教育学校の
教育に波及させる。

-

引き続き、東京学芸
大学教職員大学の実
習校として実績を積
むとともに、大宮国
際中等教育学校の教
員を東京学芸大学教
職員大学へ派遣し研
修を受けさせる。

○ 東京学芸大学

66
教育委員会
事務局

高校教育課
さいたま市教育委員
会×日本薬科大学連
携プロジェクト

さいたま市の生徒と
日本薬科大学の学生
とが中心となり、さ
いたまSTEAMS教育
の２つのS
（Science,Sports）
を掛け合わせること
で、プロスポーツ選
手を応援する食品や
食事メニューを開発
する。

R4

中高生16名と学生
10名とが協力し、
食品および食事メ
ニューを開発した。
食品については、プ
ロスポーツ選手へ提
供した。食事メ
ニューについては、
レシピとして配布す
るほか、給食のメ
ニューとして提供し
た。

探究的な学びを創出
することができただ
けでなく、協力団体
とともにPBLを進め
ていく手法を創出で
きた。

https://
youtu.be
/sDJ_ep
7zJ34

開発食品をより多く
の選手に提供するた
め、クラウドファン
ディングを実施す
る。
新たな学びを創出す
るプロジェクトを企
画していく。

○

67
教育委員会
事務局

高校教育課
スーパーサイエンス
ハイスクール事業

世界の最先端技術や
研究に触れさせ、幅
広い進路選択、高度
な科学技術分野で活
躍する人材育成のた
め、大宮北高等学校
の理数科及び普通科
の希望する生徒を対
象にした、大学の教
授による様々な講座
やワークショップを
実施する。

H28

大学の教授による
様々な講座やワーク
ショップを実施し
た。生徒は、様々な
分野の専門家であ
り、研究者である大
学の先生から課題研
究に必要な基礎知識
や実験方法について
アドバイスを受ける
ことができた。

生徒の更なる最先端
科学への関心、意欲
の向上を図ることが
できている。また、
学んだ内容を基に地
域の小中学生へのア
ウトリーチ活動を実
践したことで、小中
高大をつなぐ理数教
育の拠点校として役
割を果たすことがで
きている。

- 継続して実施予定 ○ ○

学習院大学
東洋大学
岩手医科大学
お茶の水女子大
学
浜松医科大学
大阪大学
千葉大学
早稲田大学

68
教育委員会
事務局

高校教育課
指導１課
スポーツ政
策室

スポーツを科学する
生徒の育成事業

さいたま市の運動部
活動やスポーツを題
材とした授業におい
て、ＤＸの視点か
ら、生徒が主体的に
考え取り組む「ス
マート部活動」を推
進するとともに、ス
ポーツを探究的に学
び、実社会で新しい
価値を生み出す力を
育成し、さいたま
STEAMS教育へ活用
する。

R2

スポーツにＤＸを活
用した取組を実施し
た児童生徒のコンピ
テンシーの分析をも
とに、スポーツや運
動部活動の新たな指
導法について指導・
助言を受けた。

産学官連携により、
専門的な知見を生か
し、中長期的に蓄積
されたデータを適切
に利活用しながら、
本市の児童生徒の実
態に即した指導法モ
デルを適切に作成す
ることができる。

- 継続して実施予定 ○ 静岡産業大学
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市と大学との連携事業（令和４年度）

埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

日本赤
十字看
護大学

日本薬
科大学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名
備考

連携先

No 連携の効果課等 事業名 事業内容 令和４年度実績 今後の方向性
連携開始

時期
（年度）

関連HP局区等

69
教育委員会
事務局

健康教育課
学校フィールド・ス
タディ

埼玉大学教育学部養
護教諭養成課程の学
生による、学校現場
における健康診断や
日常の養護実践、学
校保健委員会等の保
健組織活動について
の見学及び補助を受
け入れる。（受入れ
が可能な市内小・中
学校）

H21

小学校１校、中学校
７校において、８名
の学生を受け入れ
た。

養護教諭を目指す学
生が、学校現場にお
ける健康診断や日常
の養護実践、学校保
健委員会等の保健組
織活動について理解
を深め、将来に向け
た養護教諭としての
実践力を養うことが
できた。

- 継続して実施予定 ○

70
教育委員会
事務局

健康教育課
中堅養護教諭資質向
上研修

中堅養護教諭に対し
て、現職研修の一環
として、一年間の研
修を実施する。

R4
６回の機関研修のう
ち１回、大学教授に
講師を依頼した。

中堅養護教諭に対
し、専門職としての
実践的指導力と使命
感を養うとともに、
幅広い知見を得させ
ることができた。

- 継続して実施予定 ○

71
教育委員会
事務局

教育研究所
教職員研修事業
・教職員研修

「『未来を拓くさい
たま教育』を支える
教職員研修の充実」
を基本方針に、「さ
いたま市教員等資質
向上指標」を踏ま
え、教職員のキャリ
アアップに資する研
修会の一層の充実に
努める。

H14

前橋工科大学をはじ
めとする大学の教員
７名を研修会の講師
として招聘した。

大学教授等による最
新の理論や指導方法
等を提供すること
で、受講者の指導力
の向上に役立てるこ
とができた。

https://
www.sait
ama-
city.ed.jp

継続して実施予定 ○ ○ ○

東京成徳大学
前橋工科大学
上野学園大学
東京家政大学
共栄大学

72
教育委員会
事務局

教育研究所
教職員研修事業
・「教師力」パワー
アップ講座

平日の夜間に開催す
る教員の自主的・自
発的な研修会。若手
教員や教職を目指す
学生をはじめとする
市内の教職員などを
対象に、「教師力」
のさらなる向上、と
りわけ授業力の向上
を図る。

H17

・講座の予定一覧
を、あすなろメール
に登録している学生
に周知した。
・大学教授を講師と
して招聘した講座を
２講座行った。

令和５年３月20日
時点で延べ299名の
学生の参加があっ
た。現職教員との関
わり合いの中で、自
身の教育観を磨いて
いた。

https://
www.sait
ama-
city.ed.jp

継続して実施予定 ○ ○ ○ ○

文教大学
共栄大学
國學院大學
国立音楽大学
玉川大学
十文字学園女子
大学
大東文化大学帝
京大学
東京福祉大学
国士館大学
立正大学
青山学院大学
淑徳大学
東海大学
東京学芸大学
和洋女子大学
成蹊大学
学習院大学
東洋大学
東邦音楽大学

白鷗大学
日本女子大学
筑波大学
東京家政大学
日本女子体育大
学
宇都宮大学
昭和女子大学秀
明大学
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市と大学との連携事業（令和４年度）

埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

日本赤
十字看
護大学

日本薬
科大学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名
備考

連携先

No 連携の効果課等 事業名 事業内容 令和４年度実績 今後の方向性
連携開始

時期
（年度）

関連HP局区等

73
教育委員会
事務局

教育研究所
教職員研修事業
・授業の達人大公開

さいたま市学校教育
の一層の充実を図る
ため、優れた指導方
法の伝承と共有化及
び活用を促進すると
ともに、優秀教職員
表彰者の足跡や人間
性に触れ、教職員や
教職を目指す学生の
資質向上を図る。

H23

・あすなろメールに
登録している教職員
を目指す学生に実施
要領等を送付し、参
加を呼び掛けた。

優れた指導方法を持
つ教員の授業を参観
し、協議会に参加す
ることで、授業づく
りに関するノウハウ
や研究協議の方法に
ついて学ぶことがで
きた。

https://
www.sait
ama-
city.ed.jp

継続して実施予定 ○ ○

玉川大学
十文字学園女子
大学
大妻女子大学
東京福祉大学
文教大学
宇都宮大学
国立音楽大学
秀明大学
淑徳大学
女子栄養大学
和洋女子栄養大
学
東邦音楽大学
学習院大学
青山学院大学
浦和大学
星槎大学
立教大学

74
教育委員会
事務局

教育研究所
教職員研修事業
・さいたま市教師塾
「夢」講座

「さいたま市が求め
る教師像」に示され
ている資質を確実に
身に付け、教職への
意欲と使命感に燃え
るさいたま市の教員
を大学生期から養成
する。

H30

埼玉大学において説
明会の実施、その
他、教員養成大学を
中心に受講生募集の
リーフレットの配布
等を行った。

令和４年度は70名
が受講。さいたま市
の教育についての理
解を深め、さいたま
市の教員になること
の意欲をさらに高め
ることができた。

https://
www.sait
ama-
city.ed.jp

継続して実施予定 ○ ○

文教大学
立教大学
共栄大学
昭和女子大学
宇都宮大学
東京学芸大学
東京家政大学
玉川大学
十文字学園女子
大学
東洋大学
青山学院大学
東邦音楽大学
国立音楽大学
立正大学
大妻女子大学
学習院大学
共立女子大学
秀明大学
城西大学
日本女子大学
フェリス女学院
大学
明治大学
明星大学
立教大学

75
教育委員会
事務局

生涯学習振
興課

チャレンジスクール
推進事業

土曜日や放課後等に
学校の教室等を活用
して、より多くのよ
り幅広い層の地域住
民、団体等の参画を
得て、地域と学校が
連携・協働して、子
どもたちの自主的な
学習やスポーツ、文
化活動、地域住民と
の交流活動等の多様
な活動を実施する。

H19

大学へボランティア
募集のチラシを配布
し、事業の周知及び
学生へのボランティ
ア募集を実施した。

大学生ボランティア
の参加により、活動
の充実につながって
いる。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/003
/002/0
05/p00
8423.ht
ml

引き続き、学生に協
力を依頼する予定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
共栄大学
文教大学

浦和大学は教
育インターン
シップとし
て、大学１年
生が市立小学
校４校のチャ
レンジスクー
ルに参加して
いる。

76
教育委員会
事務局

生涯学習振
興課

大学公開講座

市内の大学におい
て、一般市民を対象
とした公開講座を開
催する。

H13

埼玉大学、浦和大
学、聖学院大学、目
白大学、国際学院埼
玉短期大学において
公開講座を実施

生涯学習における市
民の多様化・高度化
するニーズに対応す
るものとなってい
る。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/003
/003/0
02/p06
5926.ht
ml

継続して実施予定 ○ ○ ○ ○ ○
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市と大学との連携事業（令和４年度）

埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

日本赤
十字看
護大学

日本薬
科大学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名
備考

連携先

No 連携の効果課等 事業名 事業内容 令和４年度実績 今後の方向性
連携開始

時期
（年度）

関連HP局区等

77
教育委員会
事務局

文化財保護
課

国指定史跡「見沼通
船堀」鈴木家住宅調
査・指導

国指定史跡「見沼通
船堀」鈴木家住宅の
建造物群の基礎情報
を把握するため、学
識経験者から必要な
指導・助言を得る

R2

国指定史跡「見沼通
船堀」鈴木家住宅母
屋の調査等を行い、
指導・助言を得た。

指導・助言をもと
に、鈴木家住宅の今
後の適切な保存活用
のあり方を検討する
基礎資料を作成する
ことができた。

- 継続して実施予定 ○

78
教育委員会
事務局

文化財保護
課

「田島ケ原サクラソ
ウ自生地」植生管理
指導

国指定特別天然記念
物「田島ケ原サクラ
ソウ自生地」の植生
を適切に管理するた
め、学識経験者から
必要な指導・助言を
得る。

H27

田島ケ原サクラソウ
自生地の植生管理状
況を把握するための
現地調査等を行い、
指導・助言を得た。

指導・助言をもと
に、今後の適切な植
生管理方法を検討す
ることができた。

- 継続して実施予定 ○

79
教育委員会
事務局

文化財保護
課

ボランティア団体
「田島ケ原サクラソ
ウ自生地を守る会」
研修会

国指定特別天然記念
物「田島ケ原サクラ
ソウ自生地」の普及
啓発活動を行ってい
るボランティアの研
鑚のため、講師を招
き、研修会を開催す
る。

H27

田島ケ原サクラソウ
自生地の植生をテー
マに、研修会を３月
に開催する予定。

研修で得た知識を自
生地の普及啓発活動
に生かし、活動の一
層の充実を図ること
ができる。

- 継続して実施予定 ○

80
教育委員会
事務局

文化財保護
課

「田島ケ原サクラソ
ウ自生地」自然科学
分析指導

国指定特別天然記念
物「田島ケ原サクラ
ソウ自生地」のサク
ラソウ減少対策を講
じるために、減少原
因を把握することを
目的とする緊急調査
において、学識経験
者から必要な指導・
助言を得る。

R1

田島ケ原サクラソウ
自生地の土壌分析等
について、指導・助
言を得た。

指導・助言をもと
に、分析内容、手
法、分析結果等の検
討することができ
た。

- 継続して実施予定 ○

81
教育委員会
事務局

青少年宇宙
科学館

若田名誉館長杯ロ
ボット大会

２人１組でチームを
組み、キットをもと
に製作したロボット
で競技会を行う。

H24

大会のスタッフとし
て、運営・審査に携
わった（准教授２
名・学生５名）。

専門的な立場からロ
ボットの審査や大会
の講評を通して、参
加者のロボット製作
や競技への意欲を高
める。

- 継続して実施予定 ○

82
教育委員会
事務局

青少年宇宙
科学館

若田宇宙飛行士アカ
デミースペースコー
ス

「宇宙飛行士をめざ
して～若田宇宙飛行
士に続け～」をテー
マに、全５回の講義
や体験、グループに
よる提案や発表を通
して、楽しみながら
宇宙に関する科学的
な知識や協調性を身
に付ける。

H30
第3回の講師として
運営に携わった（名
誉教授１名）。

専門性の高いハイブ
リッド・ロケットづ
くりや発射体験等を
通して、受講者の宇
宙開発に対する興
味・関心が高まっ
た。

- 継続して実施予定 ○ 埼玉工業大学

83
教育委員会
事務局

青少年宇宙
科学館

若田宇宙飛行士アカ
デミーロボットコー
ス　チャレンジ
「レゴブロックを
使って宇宙エレベー
ターロボットを作ろ
う」

レゴロボットを使
い、布を天井まで
上っていくロボット
の製作とミニ競技会
を行う。

H23
講師として運営に携
わった（准教授１
名）。

宇宙開発について専
門的な講義もあり、
参加者のロボット製
作への意欲や、宇宙
への興味・関心を高
めることができた。

- 継続して実施予定 ○

84
教育委員会
事務局

青少年宇宙
科学館

若田宇宙飛行士アカ
デミーロボットコー
ス　チャレンジ
「スカベンジャーロ
ボットを作ろう」

キットを使ったスカ
ベンジャーロボット
の製作と操作体験を
行う。

H24
講師として運営に携
わった（准教授１
名、学生３名）。

ロボットの製作を通
して、参加者にロ
ボットが動く仕組み
を理解させるととも
に、ものづくりに対
する興味・関心をは
ぐくむことができ
た。

- 継続して実施予定 ○
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85
教育委員会
事務局

青少年宇宙
科学館

若田宇宙飛行士アカ
デミーロボットコー
スディスカバリー
「メリンちゃんを動
かそう」

プログラミングロ
ボットを活用して、
プログラミングの基
礎を学ぶ。

R3
講師として運営に携
わった（准教授１
名）。

体験を通して、プロ
グラミングの仕組み
を学ぶことができ、
プログラミングに対
する理解を深めるこ
とができた。

- 継続して実施予定 ○

86
教育委員会
事務局

青少年宇宙
科学館

埼玉大学地学実験

埼玉大学の地学実験
の一環として実施。
科学館の施設見学や
プラネタリウム学
習、観望会などを行
う。

H22

講師として運営に携
わった（准教授１
名、学生40名程
度）。

プラネタリウムで四
季の星座を星座早見
と見比べながら学習
したり、屋上で実際
に天体を観測したり
することで、学生の
天文分野における理
解を深めることがで
きた。

- 継続して実施予定 ○

87
教育委員会
事務局

青少年宇宙
科学館

高校生ロケット教室

３人１チームによ
る、モデルロケット
の作成、打ち上げを
行い、目標着地点に
最も近いチームを競
う。1日を通して、
ロケットの仕組み、
製作、試射、記録会
までを行う。

R1
講師として運営に携
わった（学生２
名）。

専門家の指導のも
と、製作したロケッ
トを実際に打ち上げ
る体験等を通して、
生徒にものづくりの
楽しさ、自分たちが
作ったものがしっか
り機能したときの喜
びを感じていただく
ことができた。

- 継続して実施予定 ○ 東海大学

88
教育委員会
事務局

青少年宇宙
科学館

「宇宙のまち　さい
たま」フォーラム

ばねを利用した「ミ
ニカー」を製作する
ワークショップの開
催

R2
講師として運営に携
わった（教授１名、
学生２名）

身近にあるばねを利
用した「ミニカー」
の製作を通して、来
館者が夢中で取り組
む姿や、親子で仕組
みを考え会話しなが
ら製作している姿が
見られ、宇宙や科学
技術に対する興味関
心が高まった。

- 継続して実施予定 ○ ものつくり大学

89
教育委員会
事務局

生涯学習総
合センター

さいたま市民大学事
業

市民の方々の高度で
専門的かつ多様な学
習要求に応えるとと
もに、自発的な学習
活動を促し、豊かな
生涯学習社会を築く
ことを目的として、
さいたま市民大学を
開設する。

H14

市民大学運営委員会
において、市内の高
等教育機関であり、
魅力ある生涯学習講
座・事業を展開する
大学の関係者とし
て、講座の内容や、
今後のさいたま市民
大学事業についてア
ドバイスや御提案を
いただく。

市民の方々の高度で
専門的な学習要求に
応じることができ
る。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/003
/003/0
03/p02
1902.ht
ml

継続して実施予定 ○ ○

90
教育委員会
事務局

生涯学習総
合センター

さいたま市民大学事
業

さいたま市民大学の
各コースの実施

H14
計12コース実施
し、延べ2,384人の
参加があった。

市民の方々の高度で
専門的な学習要求に
応じることができ
た。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/003
/003/0
03/p02
1903.ht
ml

継続して実施予定 ○ ○ ○ ○

淑徳大学
大東文化大学
国士館大学
駒沢大学

91
教育委員会
事務局

指扇公民館
（馬宮公民
館）

よくわかる「特別支
援教育」

特別な配慮を要する
子どもたちがその可
能性を最大限に伸ば
すとともに、自立と
社会参加に必要な力
を培うための適切な
指導・必要な支援の
実際について学ぶ

R4

特別支援教育の豊富
な経験を持つ埼玉大
学教育学部付属特別
支援教育臨床研究セ
ンター専門相談員の
先生から様々な障害
の話を聞き学んだ。

丁寧でわかやすい講
義内容によりよく理
解することができ
た。

- 機会があれば実施 ○
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92
教育委員会
事務局

大砂土公民
館（日進公
民館）

夏休み子ども公民館
「ロボットカーでプ
ログラミング体験」

自動車を動かすプロ
グラミングを楽しく
体験する

R4

埼玉大学STEM教育
研究センターの先生
を講師に招き講座を
実施した。

丁寧でわかやすい講
義内容により、受講
者は自分の考えを生
かしながら積極的に
取り組んでいた。

- 継続して実施予定 ○

93
教育委員会
事務局

鈴谷公民館
（大戸公民
館）

人権講座「大戸寄
席」

落語を通じて人権意
識を高める

H27

埼玉大学OBの真打
と埼玉大学落語研究
会の学生を招き寄席
を行った。

地域の方々に落語を
楽しんでいただき、
交流も図れた。

- 継続して実施予定 ○

94
教育委員会
事務局

鈴谷公民館
（与野本町
公民館）

クリスマスファミ
リーコンサート

幅広い年代の方々に
生演奏を楽しんでい
ただく

R4

桐朋学園大学の学生
を演者として招き、
コンサートを実施し
た。

初々しさもある学生
の演奏を参加者が楽
しむことができた。

- 継続して実施予定 ○ 桐朋学園大学

95
教育委員会
事務局

鈴谷公民館
（下落合公
民館）

夏休み子ども公民館
「ロボット工作教
室」

リモコンで動くロ
ボットを作りなが
ら、講師の大学生と
交流する

H27

芝浦工業大学のロ
ボット遊交部に講師
を依頼し、講座を実
施した。

大学生の指導によ
り、難しい工作作業
も楽しく行うことが
できた。また、大学
生との交流により小
学生の社会性を育む
こともできた。

- 継続して実施予定 ○

96
教育委員会
事務局

田島公民館
（栄和公民
館）

冬休み子ども競技か
るた教室

小学生が大学生と交
流しながら競技かる
たを体験する

H30
埼玉大学の学生を講
師に招き講座を実施
した。

大学生と小学生の交
流を図ることができ
た。

- 継続して実施予定 ○

97
教育委員会
事務局

岸町公民館
（仲本公民
館）

夏休み子ども公民館
埼大生とＳＤＧｓを
考えよう！

小学生が夏休みを有
意義に過ごすための
講座を開催する

R4

埼玉大学生からSDG
ｓについて工作やク
イズ等を通じて学ん
だ

大学内での具体的な
取組事例の紹介や参
加者同士の交流によ
り、SDGｓへの理解
が深まる講座となっ
た。

- 機会があれば実施 ○

98
教育委員会
事務局

文蔵公民館
（善前公民
館）

親の学習事業　こど
ものデジタルメディ
アとの接し方～メ
リット・デメリット
を知ろう

ゲームによる依存や
トラブルについて知
る

R4

大学准教授を講師と
して招き、専門家か
ら詳しく話を聞い
た。

参加者の知りたかっ
た内容が紹介され、
高い満足度を得るこ
とができた。

- 機会があれば実施 ○ 平成国際大学

99
教育委員会
事務局

資料サービ
ス課

インターンシップ

大学において図書館
司書課程を履修中の
学生に対し、図書館
業務の実習を行う。

-

期間：８月15日
（月）～８月26日
（金）
人数：２名

図書館の運営や公共
サービスについての
理解を深めてもらえ
た。

-
引き続き要望によっ
て受入れ対応を行
う。

○
筑波大学
明治大学

100
教育委員会
事務局

資料サービ
ス課

資料の相互利用

「埼玉大学図書館及
び埼玉県立大学情報
センターと埼玉県内
市町村立図書館等と
の資料相互貸借に関
する協定」に基づく
資料の相互利用

-

借用156点
貸出49点
（令和５年３月17
日時点）

図書館の所蔵資料は
館種によって異なる
ため、市図書館の利
用者には大学の高度
で専門的な資料を提
供できるとともに、
大学図書館利用者に
も幅広い資料の提供
が可能になる。

-
市民の研究や学習に
資するため、さらに
連携を深めていく。

○ ○

101
教育委員会
事務局

北浦和図書
館

インターンシップ

大学において図書館
司書課程を履修中の
学生に対し、図書館
業務の実習を行う。

-

期間：10月17日
（月）～10月28日
（金）
人数：１名

図書館の運営や公共
サービスについての
理解が深まった。

-
引き続き要望によっ
て受入れ対応を行
う。

○ 立教大学

102
教育委員会
事務局

桜図書館
埼玉大学生による
「食育おはなし会」

絵本の読み聞かせや
紹介を交えながら、
埼玉大学生が食べ物
や食べることについ
て解説する。

H27
８月１日（月）に
「果物」をテーマに
実施した。

大学の専門性を生か
したおはなし会が実
施できた。

-
担当教授の退職に伴
い令和４年度で終了
予定

○
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103
選挙管理委
員会事務局

選挙課 選挙啓発出前講座

有権者となったばか
りの大学生などの若
年層が、選挙の重要
性について学習する
機会を設ける。

R4

埼玉大学の学生に、
市内学校で実施する
選挙啓発出前講座の
運営補助を依頼
・埼玉県立浦和北高
等学校（３名）
・さいたま市立大谷
場小学校（２名）
・埼玉県立特別支援
学校さいたま桜高等
学園（２名）

政治参加の重要性を
呼び掛けることにつ
ながった。

- 継続して実施予定 ○

17/17


